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	フーテンの寅さんは
　　　　　　　　　何故「車」寅次郎なのか


フーテンの寅さんを主人公とする映画「男はつらいよ」は、山田洋次監督、渥美清主演でこれまで五〇作を数えています。
「私、生まれも育ちも葛飾柴又です。帝釈天で産湯を使い、性は車、名は寅次郎、人呼んでフーテンの寅と発します」の名ゼリフは定番です。突然ふらりとだんご屋に戻って来たり、ゲストの女優にふられるのも「おきまり」です。
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渥美清は柴又育ちのテキ屋で風来坊の「車寅次郎」を演じています。山田洋次が原作、監督となっていますが、元々のアイデアは渥美清が出したとも言われています。
「男はつらいよ」は、若い頃にテキ屋の手伝いをしていた渥美清の経験が生かされています。二三歳の頃は浅草のストリップ劇場「百万弗劇場」の専属となり、その後「フランス座」へ移りました。「男はつらいよ」の舞台は葛飾柴又ですが、浅草の風景が重なって見えます。
映画の第一作から四作までは、現在も柴又にある「とらや」が撮影に使われていました。第五作からは松竹大船撮影所のセットで撮られました。
江戸時代、武士の支配の下、「（士）農工商」といった定住し税を納める者は「良民」とされ、仏教の「不殺」の教えの影響か、斃牛馬を扱う者は不浄とされ、「一所不住」の旅芸人や犯罪者などと共に「賤民」とされました。そして彼等は代々の浅草弾左衛門や車善七の支配下に置かれていました。その弾左衛門は奥浅草に屋敷を構え、車善七は「吉原」の裏手に住まいを構えていました。どちらも幕府に指定された場所でした。
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「テキ屋」も全国を巡り、祭りや縁日など人出の多い所で物を売ったり、見世物を出したりする人であり、「車善七」との繋がりのなかで役名となったのではないでしょうか。ちなみに「車善七」の祖先の出身地は「三河国の渥美村」でした。
最後に、戦となれば真っ先に敵を殺す「武士」が「賤民」とならないのは支配階級の身勝手な論理と言えます。
　　　　　　　（大久保光夫）
事態遠足」

　九月二六日「大人の遠足」で、Ｒ新橋駅前のＳＬ広場に集まった「いちょう会」会員の皆さんは総勢十七名でした。
　大久保会長から「今の新橋駅は元々何駅だったでしょうか」と問題が出されると、すかさず松島事務局長から「烏森駅です」と回答がありました。また「一九七〇年一〇月二五日、三島由紀夫が当時の自衛隊市ヶ谷駐屯地で自決しましたが、その前日、三島由紀夫が盾の会の幹部と会食したのが駅前の『末げん』でした」等と話しがあり、散策はスタートしました。
　最初の訪問先である「日本テレビ」では、朝のニュース番組でアナウンサーや気象予報士がマスコットの「そら次郎」と共に登場する「日テレ大屋根広場」と、宮崎駿さんがデザインした「日テレ大時計」を見学し、大時計の前で記念写真を撮りました。
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　二番目の訪問先「旧新橋停車場」では、当時の駅の「石組み遺構」や再現された「プラットホーム」「レール」「〇哩（ゼロマイル）標識」「駅舎」等を見た後、企画展「鉄道と制服」を見学しました。会長からは「何故、最初の鉄道が新橋から横浜（桜木町）の間に敷かれたのか？」「横浜の関内地区には外国の公館や居留地があり、そこから鹿鳴館のある新橋へ外交官を運び、日本の近代化を宣伝したのではないか」等の話がありました。
　最後に訪れたのは「銀座ライオン」。ここの名物は「サッポロ生ビール黒ラベル」です。年長の緑川さんの「乾杯」のご発声で会員の皆さんは「ノド」を潤しました。

　銀座ライオンは現存する日本最古のビヤホールで、天井が高く、壁にはモザイク画がいくつもあり、参加者からは「ヨーロッパの教会みたい」との感想もきかれました。
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　参加者の声
　狩山仁巳さん

　最初の駅と最古のビヤホールというナイスな組み合わせ。十分楽しませてもらいました。ありがとうございました。
　桜井るみさん
　銀座は敷居が高いと感じていて行っていませんでした。今回のレクに参加し日本最古のビヤホールで飲む冷たいビールは最高で格別でした。参加して良かったと、つくづく思いました。銀座を散策し、生ビールを飲みながら、いちょう会の人達と楽しい一時を過ごすことが出来たことに感謝いたします。地球沸騰の時代にぴったしの飲み物でした。
　高齢者集会
　九月十九日全国高齢者集会、二〇日三単産高齢者集会が開催されました。
　自治労・日教組・全水道の三単産、地方公務員退職者協議会の高齢者集会では、記念講演として、移住者と連帯する全国ネットの山岸事務局長から「『移民・外国人』の人権課題」についてお話をいただきました。
二日間で五名の会員が参加しました。
隣人ガチャ
「ガチャ」とはゲームセンターや映画館などに設置された一種のゲーム機で、お金を入れてレバーを回すと丸いカプセルに入った「景品」が出てきます。希望の商品が出てくれば「あたり」、その他は「はずれ」となります。自分で商品を選べないのが「ガチャ」です。同じように隣人を選べないのが「隣人ガチャ」です。
二〇二二年一〇月四日の新聞にこんな記事がありました。「『隣人ガチャ』コロナ下で悩み増」「声量指摘したら『名誉棄損』、自分が転居、仕事も辞めた」。これはマンションに住む男性が、自室近くのエントランスに集まる高齢女性達の大きな話し声が気になり、管理会社に改善を要望したところ、管理組合理事長の女性から「あなたの訴えは言いがかり」「名誉棄損であなたを訴えます」と逆襲され、男性はマンションを出ざるを得なくなりました。
私も二八〇世帯が入るマンションの五階に住んでいます。数年前にひとつの事件がありました。
同じ五階に住むＭさん一家の長男が夜勤明けの昼間自宅で寝ていたところ、上の階の音がうるさいので注意しに行ったところトラブルになり、傘でドアを叩いてしまいました。和解の条件として長男は家を出ました。「被害者」が「加害者」になったのです。
我が家の上は社宅になっていていろいろな家族が入居します。

　Ａさん一家の時は、毎日朝から夜十一時頃まで子供が走り回る音がし、或る日、夜中の二時頃に一時間程音が続きました。翌朝注意したら、「近く引っ越すからいいでしょう」と逆切れされてしまいました。
　今年入居のＢさん一家も朝昼晩と食事時に走る音がしましたが、「何か工夫してください」と話したら、その後は少し静かになりました

（大久保光夫）
　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

一瞬の不安よぎりしパスワード試し三度に死に体となり
青杉の森につんざく雉の声立ち止まれども二度とは啼かず
ひと雨を待ちて楽々畝立てぬ締まりし土も今朝は程よく
スーパーの休業告知眺めつつ難民とならん日かず指折る
昼顔も夕化粧さへもひんがしへ向きて始まるラジオ体操
移転ゆゑ駅越えさせる銀行の年金口座もたやすく切れず
若竹の皮の香れる月よみの良寛も見けむ栗も包みて
百年も眠る瓦礫の上に咲く山下公園のばら震災知らず
自販機を退けし地面に萌え出づる待つは幾年酢漿草の春
純喫茶フロリダ見ゆる大和駅昭和レトロが下車を誘ふ
· 　　　＊　　　　＊

　お知らせ　「映画から社会を見る」はお休みします
私たちは今
会員のお便り
　「県を離れて」
　　　　冨岡卓視（湯河原町）
　再任用期間終了後、昨年五月から座間市役所に任期付職員として勤務しています。仕事は税の徴収業務です。
　基礎自治体のため、納税者との関係を一層みぢかに感じています。
　同僚職員は若手と私と同じ県税や国税、銀行ＯＢの方々で、皆さん現役時代と変わらない様子で仕事に励んでおられます。私も片道二時間の遠距離通勤に耐えながら日々を過ごしています。

　「大磯から」
　　　　澤木紀一郎（大磯町）

　年金生活も二〇年を超えた。古稀を機に、足腰の老化防止にと、日課として住まいの裏山の高麗山を歩き始めて一〇年を超えた。月日の経つのは早い。
　山では花や鳥、蝶などが折り折に見られ、季節が感じられる。湘南平の展望塔からは富士山をはじめ、三六〇度のパノラマが楽しめる。一昨年には、渡り鳥の緋連雀が飛来し、カメラマンで大賑わいであった。
　なかなか楽しめる山です。ぜひ一度お越し下さい。

　「墓じまい」
　　　　　松島靖宏（八王子市）

　父母が亡くなって父はまもなく三十三回忌。父が青年時代を過ごした群馬県の寺に墓があるが、私も来年で八〇歳。遠距離でもありいつでも行かれるわけでもない。そこで、お骨は寺の永代供養墓に入れ、一部は自分の家の近くの霊園に分骨することを考え動きだしたが、墓じまいと新たな墓地の取得の費用は相当な額になる。誰も住まなくなった実家を売ってその費用に充てる計画だが、残されている家財などの処分もいろいろと手間と費用が掛かる。実家の処分なので、こちらには上下の姉妹（男は私一人）から種々注文が入っている。そんなこんなで頭の痛いことことばかりだが、投げ出すわけにもいかず、カミさんの手も煩わせながら苦闘しているこの頃です。
　「私たちは今」（近況報告）の原稿を募集します。
・目的　近況報告を通じて会員相互の交流促進を図ります

・題名　短く・簡単に
・氏名　明記します

・字数　一五〇～二二〇字
・締切　随時
・注意　誹謗中傷等は掲載不可
・送付先
　　東京都大田区西六郷
　　　四～六～二四～五〇九
　　　　　　　　大久保光夫
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　　訃報
　　ご冥福をお祈りいたします

　　　　
　　　　小林孝之さん
　　　　竹内久治さん
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『銀杏』原稿募集中

　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」「小説」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。

・郵送の宛先も表題部を参照してください。

・原稿締切は十二月十五日

    　　　銀座ライオンで乾杯


　　　　　　　　　　　日テレ大時計の前でパチリ








